
ハンノキカミキリ

ハンノキ類の幹の細い部分の材内に穿孔するイモムシ（幼虫）．最大長約30mm．幹に穴が開き，木くずがでる．成虫はカミキ

リムシ，最大長約20mm．体は黒く，さやばねの縁が細く赤い．枝の樹皮や葉を食べる．

【学名】 Cagosima sanguinolenta

【分類】 コウチュウ目（Coleoptera），カミキリムシ科（Cerambycidae）

【生態】

卵から成虫まで１～２年かかるといわれている．成虫は６月頃に発生．雌成虫は樹皮に4～6cmの縦長の噛み傷を付け産卵する．

産卵はおもに細い幹（直径5cm以下）に行われる．幼虫で越冬．

【被害】

ハンノキ類の造林地でしばしば発生するとされる．北海道内では被害記録はないようである．
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